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平成２０年度

私立短大学生生活指導担当者研修会

実施要領

主催・財団法人私学研修福祉会　　協力・日本私立短期大学協会



主題 ・目的

人間力育成にむけた学生支援のあり方

― 元気のでるキャンパスづくりへの提言 ―

　「人間力」育成を研修会テーマに掲げて、今年で３年目になる。

不安定な経済社会に生きる学生にとって、やがて社会に出て行く準備を

短期大学学生生活の中で、十分に行えるのかが課題となる。

　昨年１２月、全国の会員短期大学の学生を対象に「学生生活に関する

アンケート」を実施した。３万２千余名の短大生から寄せられた不安や

悩みで、最も多かったものは、「就職に関すること」である。格差社会、

少子高齢化、不安定な雇用形態など、すぐそこに待ち受けている厳しい

現実に、いかに生きる力を充電し、自信と勇気をもって社会の扉を開け

られるかは、どのような学生生活を送ったのかにかかっている。さまざ

まな活動を通して培われていく人間力。 その機会を我々教職員は的確

かつ適切に、しかも強力に提供できているだろうか。

　学生は、今、社会に出るための貴重な時間を過ごしているという自覚

を持っている。だからこそ友人との語らいを大切にし、資格取得のため

の過密なカリキュラムをこなし、将来設計を具体化している。大学はそ

んな学生たちにとって、元気のでる居心地のよい場所となっているのだ

ろうか。

　元気のでるキャンパスづくりは、何も学生によるものだけではない。

短期大学という一つの社会の中で、その構成員である学生・教員・職員

が常に元気のでる空間として共有し、互いを尊重し合い、貫かれた建学

の精神を受け継いでいくことこそが、活力あふれるキャンパスづくりに

つながるものと信じたい。

　そのためには、我々教職員が学生指導・支援に関わる担当者としての

資質を磨くことが何より重要であり、本研修会での研修内容や他短期大

学の教職員の方々との交流が、自己研鑽の場として有効に活用されるこ

とを期待したい。



実施要領

■開催期日 平成２０年１２月２日（火）～４日（木）の３日間

　但し、１２月２日(火）は、短大見学会 （希望者のみ）

■研修会場 大阪市 「ラマダホテル大阪」　　（１２月３日・４日の２日間）

　〒５３１-００７２　大阪市北区豊崎３－１６－１９ <後掲案内図参照>

電話 ０６ （６３７２）８１８１

■短大見学会場 （1）　大阪学院短期大学

　　　　〒564-8511　吹田市岸部南二丁目３６番１号 　℡　06（6381）8434

（２）　大阪女学院短期大学

　　　　〒540-0004　大阪市中央区玉造２-２６-５４ 　℡　06（6761）9371

（３）　大阪成蹊短期大学

　　　　〒533-0007　大阪市東淀川区相川３－１０－６２ 　℡　06（6829）2541

（４）　関西外国語大学短期大学部

　　　　〒573-1001　枚方市中宮東之町１６－１ 　℡　072（805）2801

（５）　平安女学院大学短期大学部

　　　　〒569-1092　高槻市南平台５－８１－１ 　℡　072（693）2311

（６）　園田学園女子大学短期大学部

　　　　〒661-8520　尼崎市南塚口町７－２９－１ 　℡　06（6429）9927

■参加資格 私立短期大学の理事長・学長 および 教職員の方々 並びに 学生指導・

支援担当部署の教職員・ 学寮関係の教職員等で、定員２５０名に達し

次第締切ります。

■参加経費 全日程で１人３１，０００円。 （参加費、情報交換会費、昼食代を含む）

■宿　　　泊 本研修会参加に伴う宿泊については、 各自ご手配ください。

大阪 東京案内所」まで FAX（03-4570-8203）にてお申込みください。

 　連絡先： (株)パノラマ・ホスピタリティ（ラマダホテル大阪 東京案内所)

　　〒105-6011  東京都渋谷区恵比寿4－20－3  恵比寿ガーデンプレイスタワー34Ｆ

電話   （０３）４５７０－８２１０　　　担当　河口 献　

なお、研修会場の 『ラマダホテル大阪』 に宿泊を希望される場合は、

同封の<宿泊申込書>に必要事項をご記入のうえ、下記の「ラマダホテル



■そ の 他 （１）１２月２日（火）は、午後２時～午後４時まで「短大見学会」を

　現地集合、現地解散にて実施いたします。　　

　前記の６短期大学のいずれかに見学を希望される場合は、後掲の

　それぞれの短期大学の所在地をご確認の上、午後２時までに各集合

　場所にお集まりください。

　なお、参加申込書に参加希望の短期大学名を必ず明記してください。

（２）研修会の受付は、１２月３日（水）の午前９時３０分より、研修会

　 会場のラマダホテル大阪 ２階の 『大淀』 前にて行います。

（３）グループ討議のグループ分けは、運営委員会にて行います。

　なお、グループ討議を円滑に進めるために、事前に別紙『グループ

　討議に関するアンケート』 (個人票） にご記入のうえ、事務局まで

　ご提出くださいますようお願いいたします。

　その際、事前に運営委員の方からご連絡をさせていただく場合もあ

　りますので、差し支えなければ、個人のメールアドレスをお知らせ

　ください。

（４）１２月３日（水）の研修終了後、午後６時３０分より「情報交

　換・ネットワークの会」を開催いたします。

　各自、名刺をたくさんお持ちください。

　



研修内容

■開会挨拶 　学生生活委員会 委員長
　名古屋経済大学短期大学部 理事長・学長

■提言Ⅰ 新入社員教育のいらない学生を育てるために

―学力偏差値よりも社会適応力偏差値に重点を置く教育を―

　平安女学院大学短期大学部 理事長・学長

■事例報告 学生支援のためのコミュニケーション力育成プログラムの構築
―学生支援ＧＰ採択事例― 　大阪城南女子短期大学 教授

元気なキャンパスをつくり出す仕掛けの創出
　―“治療”から“予防”へのパラダイム転換―

　松本大学松商短期大学部 学長代行

■グループ討議 人間力育成にむけた学生支援のあり方

― 元気のでるキャンパスづくりへの提言 ―

■提言Ⅱ 大学が「地域資源」（セクター）として発展するには？
―「学生ジョブコーチ」の取り組みを軸に―

　立命館大学 応用人間科学研究科教授

　立命館大学 人間科学研究所所長

■提言Ⅲ ２年しかない！ ２年もある！ 学生自らが充実した２年間をおくるために

初年次教育の必要性と学生の力を引き出す学生支援のスタンス

について考える

＜講演者＞

　順天堂大学名誉教授・武蔵野大学客員教授

　（株）ラーニングバリュー顧問 北　森　義　明　氏

＜協力者＞

　（株）ラーニングバリュー常務取締役 川　崎　弘　也　氏

■提案 研修会、・・その後

　岐阜聖徳学園大学短期大学部 学生課長 　椹　木　　　孝　氏

■閉会

　望　月　　　昭　氏

　山　岡　景一郎　氏

　末　岡　熙　章　氏

小　林　　　孔　氏

住　吉　廣　行　氏



日程

第１日・1２月２日（火） 第３日・1２月４日（木）

9:00

休憩
2:05

　　　　見学先短期大学

・ 大阪学院短期大学 閉会挨拶
・ 大阪女学院短期大学 4:30

・ 大阪成蹊短期大学

・ 関西外国語大学短期大学部

・ 平安女学院大学短期大学部

・ 園田学園女子大学短期大学部

8:00

4:25

1:50

昼食・休憩

グループ討議

事例報告

11:30

グループ討議

昼食・休憩

12:20

会場移動・休憩
6:00

6:30

情   報   交   換
ネットワークの会

4:00

2:00
※希望者のみ

現地集合・現地解散

提言Ⅰ

12:00

短大見学会

12:50

第２日・1２月３日（水）

10:30

受　　付
9:30

10:00
開会挨拶

オリエンテーション

提言Ⅱ

4:05

1:50

2:50

提案

提言Ⅲ
3:10

会場移動 3:00



運営委員　（指導員）

末 岡 熙 章 　　名古屋経済大学短期大学部　理事長・学長　（委員長）

堀 美 稚 　　大妻女子大学短期大学部　寮監長 （副委員長）

高 橋 節 子 　　郡山女子大学短期大学部　家庭寮顧問

須 賀 剛 　　国際学院埼玉短期大学　学生支援課係長

幸 田 和 也 　　聖徳大学短期大学部　学生部次長

鹿 倉 秀 典 　　青山学院女子短期大学　教授

柴 田 弘 子 　　杉野服飾大学短期大学部　学生課長

高 柳 和 直 　　東京農業大学短期大学部　学生生活支援課長

笠 井 里津子 　　日本体育大学女子短期大学部　准教授

宮 本 朱 　　文化女子大学短期大学部　学生課長

松 村 敦 子 　　目白大学短期大学部　学生ｻｰﾋﾞｽｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ

辻 昭 　　東海大学短期大学部 静岡事務室長補佐

椹 木 孝 　　岐阜聖徳学園大学短期大学部　学生課長

内 藤 智 徳 　　名古屋短期大学　学生課長

小 出 耕 司 　　華頂短期大学 学生センター学生課長

岡 本 幸 治 　　平安女学院大学短期大学部　学生部副部長

岸 田 良 三 　　園田学園女子大学短期大学部　学生課長

　　　（順不同・敬称略）



参加申込み等

■申込み方法 消費税法との関連により、参加申込書は日本私立短期大学協会あてご送付

願いますが、参加費の納入は財団法人私学研修福祉会あてご送金ください。

■参加費の納入先 　財団法人私学研修福祉会（短大口）　※（たんだいくち）

　　三菱東京ＵＦＪ銀行 神田支店 普通預金　

　　　普通　１２２５０３６

■申込書の送り先 　〒102-0073

　東京都千代田区九段北４-2-25（私学会館 別館6階）

　日本私立短期大学協会　学生生活研修会 係

■納入について ・各短大により、適宜、前記の銀行口座にお振込みください。(振込み用紙は

 同封いたしておりません。）　

 その際、 必ず個人名のみではなく、短期大学名を明記してください。

 また、振込み手数料は、貴学にてご負担いただきますようお願いいたします。

・参加者が複数の場合は一括してお振込みください。

・一度納入された参加費は原則として返還いたしません。

■申込みに際して 参加申込みは、同封の「研修会参加申込書」に所要事項を記入し、

裏面に参加費の振込みを証明する書類のコピーを貼り付けてください。

⇒従って、申込みは次の順序となります。

①（財）私学研修福祉会へ ②日本私立短期大学協会へ

　振込を証明する書類のコピーを貼付して

受　　付

※事前の連絡なしに、ＦＡＸで申込書を送られても受付はされません。

※学内事情等により振込みが遅れる場合は、ご一報ください。

　ただし、後日に正式な申込書が郵送で届かない場合は、受付無効となることもあります。

　参加申込み締切り期日　　平成２０年１０月２９日（水）

＊　ご質問、お問合わせは日本私立短期大学協会事務局（中澤）まで。

参加費の納入 申込書の送付

 ＴＥＬ　03-3261-9055

 ＦＡＸ　03-3263-6950






